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佐伯市ブランド流通促進協議会と大分県よろず支援拠点の 

「地域経済活性化連携協力に関する協定書」 

 

調 印 式 
 

 

 

 

 

 

    日 時 平成29年9月1日（金曜日）14時  

    場 所 佐伯市役所 庁議室 

 





出 席 者 

１ 大分県よろず支援拠点 

所属・職 氏名（ふりがな） 

チーフコーディネーター 関谷 忠（せきや ただし） 

コーディネーター 佐々木 俊司（ささき しゅんじ） 

コーディネーター 木許 大（きもと まさる） 

コーディネーター 森 海里（もり かいり） 

コーディネーター 矢野 俊樹（やの としき） 

 

２ 佐伯市ブランド流通促進協議会 

所属・職 氏名（ふりがな） 

会長 髙橋 治人（たかはし はると） 

副会長 五十川 和重（いそがわ かずしげ）

副会長 高原 常彰（たかはら つねあき） 

事務局長 田嶋 隆虎（たしま たかとら） 

事務局次長 安藤 博光（あんどう ひろみつ） 

 

３ 立会人 

所属・職 氏名（ふりがな） 

佐伯市長 田中 利明（たなか としあき） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐伯市ブランド流通促進協議会＋大分県よろず支援拠点 

地 域 経 済 活 性 化 連 携 協 力 協 定 

佐伯市ブランド流通促進協議会 大分県よろず支援拠点 

多様な実需者及び消費者ニーズに迅速かつ柔軟

に対応することにより、生産者の所得の向上及び

本市の農林水産業の振興を図るため、佐伯市が委

嘱又は任命した委員等による協議会。 

大分県よろず支援拠点は国が設置した経営相談

所。個人事業主、小規模事業者・中小企業や創業

希望者の売り上げ拡大、資金繰り改善や知財活用

など、様々な経営課題について、無料で「何でも、

何度でも」相談にのり、各分野の専門家が具体的

手段をご提案し、結果を出すまでサポートする。 

目
的
・
性
格 

課
題 

解
決
に
向
け
た 

取
り
組
み 

具
体
的
な 

取
り
組
み 

○協議会事務局が専門的な知識を持たないため

に、事業者の支援に限界がある。 

○専門家による支援（派遣）を行うには、予算的

な限界がある。 

○佐伯市では、十分な成果につながる活動が出来

ていない。 

○拠点が大分市にあり、県内周辺部の支援が手薄

になっており、佐伯市をモデル地区として、重点

的な支援を行いたい。 

○協議会が窓口となることにより、よろず支援拠点の佐伯サテライトとしての機能を持たせ、

活用促進に協力する。（これまでの、商工会・会議所及び市商工担当課の連携は維持する。） 

○よろず支援拠点は、コーディネーターの派遣を通じて、「さいき殿伝金賞認証事業者」を中心

とする、佐伯管内の食品を生産・製造する生産者・事業者に対して、支援を行う。 

＜ 県 内 初 の 取 り 組 み ＞ 

○佐伯市に、よろず支援拠点サテライトを設置（現場での聞取りから、課題解決へ） 

 協議会が佐伯市内で、定期的・反復的に、よろず支援センターの相談会を開催し、参加事業

者の掘り起こしを行う。よろず支援拠点が、課題の掘り起しから、課題解決に向けて、複数の

コーディネーターによる支援を行う。市内事業者の活用が容易になることにより、成果に繋が

りやすくなる。 

○都市部大型商談会出展へのサポート 

 大阪市で開催される「第 15 回シーフードショー大阪」に、さいき殿伝金賞認証事業者（9

事業者）が出展の予定である。よろず支援拠点による、「バイヤーとの話し方講座」、「魅力ある

ブース作り講座」、「ＳＮＳを活用したブース集客講座」等を出展者ほかを対象に実施。 

○市補助金の審査及び事業実施サポート 

佐伯市の佐伯市さいきブランド流通促進等事業費補助金について、大分県よろず支援拠点が、

補助金審査や事業実施のサポートを行う。 

○よろず支援拠点によるトータルサポート 

・多彩なコーディネーターによる支援 （経営戦略、ＩＴ・ＷＥＢサービス、金融、広告戦略、

デザイン、知財戦略、販路開拓、創業支援） 



協定に至る経緯 

 

 これまで、佐伯市ブランド流通促進協議会では、佐伯管内の“食品”を生産・製造

する事業者を支援するとともに、佐伯産品のブランド化及び流通促進に努めて参りま

した。 

事業者の地道な取り組みのおかげで、最近は、様々なメディアに取り上げていただ

き、それにより商品が一時入手困難になるようなことや、商品の全国的な流通はもと

より、海外輸出を果たした事業者もあり、今後は、世界を視野に入れた、グローバル

な活躍が期待されております。 

 事業者と行政が共に佐伯産品のブランド化及び流通促進に努めてまいりましたが、

今後は更に「物を作り、売る」ということに、重点を置いた支援をしていきたいと考

えております。 

その中で必要となるのが、経営戦略に関連するより専門的な知識・経験に基づく支

援体制の強化です。 

その問題を解決するために、この度協定を締結させていただくのが、大分県よろず

支援拠点です。 

大分県よろず支援拠点は、「知財」「販路」「ＩＴ」「デザイン」「金融」などの専門

的な知識・経験を有する専門家が、経営課題解決の個別支援を行うために、国が設置

した機関です。 

 大分県よろず支援拠点と佐伯市ブランド流通促進協議会が、佐伯管内の“食品”を

生産・製造する事業者の「物を作り、売る」ということに対する支援を行うことで、

佐伯市の経済活性化を図ることを目的に、双方が連携して協力することを、佐伯市の

立会のもと締結することに至りました。 

 

 




